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は
じ
め
に

菅

野

博

史

筆

者
は
中
国

に
お
け
る
教
判
思
想

の
形
成
に
及
ぼ
し
た

『
法
華
経

』
信
解
品

の
讐
喩
、

い
わ

ゆ
る
長
者
窮
子

の
讐

喩

の
役
割

に

つ
い
て
、
す

で
に
吉
蔵

(五
四
九
-
六
二
三
)
の

『
法
華
玄
論
』
を
資
料
と
し
て
考
察
し
、
さ
ら
に
法
雲

(
四
六
七
-
五
二
九
)
の

『
法
華
義
記
』
に

つ
い
て
も

(
1

)

考
察

し
た
。
本
稿

は
、
中
国

の
現
存

最
古

の
法
華
経
注
釈
書

で
あ

る
竺
道
生

(
三
五
五
項
ー
四
三
四
)
の

『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
を
資
料
と
し
て
、

そ

の
窮
子

の
讐
喩

に
対
す

る
道

生

の
解
釈
を
考
察
す

る
こ
と
を

目
的
と
す

る
。
第

一
節

で
は
、
信
解
品

の
窮

子

の
讐

喩

の
全
体
的
位
置
づ
け

と
、
讐
喩

の
分
科

に

つ
い
て
考
察

す

る
。
道
生

は
讐

喩
を
大
き

く
三
毅
落

に
分
け
て

い
る

の
で
、
便
宜

的
に
第

二
節

で
は
讐
喩

の
第

一
段
落

を
、
第
三
節
で
は
讐
喩

の
第

二
段
落
を
、
第

四
節
で
は
讐
喩

の
第
三
段
落
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と

し
て
考
察
す

る
。
各

節
に
お

い
て
初
め
に
法
華

経

の
本
文
を
掲
げ
、
道
生

が
注
を
施
し

て
い
る
箇
所
に
傍
線
を
付
す
。
次

に
、
道
生

が
注
を
施

し
て

い
る
法
華
経

の
経
文
と
そ
れ
に
対
す

る
道

生

の
注
文
を
並

べ
、
道
生

の
注
文

に
は
現
代
語
訳
を
付
す
。
ま
た
、
法
華
経

の
本
文
と
道
生

の
注
文
と

の
対
応
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
、
法

華
経

の
本
文

に
付

し
た
傍
線

と
注

の
対
象

で
あ

る
経
文

に
共
通

の
通
し
番

号
を
付
す

こ
と
と
す

る
。
そ

の
後
、
注

の
思
想

的
特
色
、
後
代

の



注
、
特

に
法
雲

の

『
法
華
義
記

』
、
吉
蔵

の

『
法
華
義
疏

』
と

の
比
較
上
、
特
筆
す

べ
き
点

に

つ
い
て
考
察
す

る
こ
と
と

す
る
。
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第

一
節

窮
子
の
讐
喩
の
位
置
づ
け
と
分
科

信
解
品

の
窮
子

の
讐
喩

に

つ
い
て
、
道
生

は
信
解
品

の
注

の
冒
頭

に
お

い
て
、

四
大

声
聞
錐
因
讐
得

悟
、
悟

既
在
後
、
　

似
未

審
。
故
自

説
窮
子
、
以
表
其
解
。
解
必
是
審
、
謂
之

信
解
。
亦
因
弦
重
明
先

三
後

一
之

道
。
(続
蔵

一
-
二
乙
-
二
三
-
四

・
四
〇
三
左
上
。
以
下
、
『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
か
ら
の
引
用
は
丁
数
、
左
右
上
下
の
み
を
記
す
)

四
人

の
偉

大
な
声

聞

(須
菩
提
、
迦
旋
延
、
迦
葉
、
目
健
連
)
は
讐
喩

に
よ

っ
て
悟
り
を
得
た
が
、
悟
り

が
後
だ

っ
た

か
ら

に
は
、
(悟
り
が

遅
か

っ
た
と
い
う
)
表
面
的
な
姿

の
次
元

で
は
、

よ
く
理
解
し
て

い
な

い
よ
う

に
見
え

る
。
そ
れ
ゆ
え
自
分
自
身
で
窮
子

(
の
讐
喩
)
を
説

い
て
、
そ

の
理
解
を
示
す
。
理
解

が
き

っ
と
真
実

で
あ
る

の
を
信
解
と

い
う

。
ま
た
、
こ
れ

(窮
子
の
馨
喩
)
に
よ

っ
て
重
ね

て
三
乗
を

先

に
説
き

一
乗
を
後

に
説
く
仕
方
を
明
ら
か
に
す

る
。

と
述

べ
て

い
る
。
四
大
声

聞
は
讐

喩
品

の
火
宅

の
讐
喩
に
よ

っ
て
、
方

便
品

に
示

さ
れ
た

「
先

三
後

一
之
道

」
、

つ
ま
り
方
便

の
教
え

で
あ
る

三
乗
を
先

に
説
き
、
真
実

の
教
え

で
あ
る

一
乗
を
後
に
説
く
と

い
う
趣
旨
を
理
解
で
き
た

の
で
あ

る
が
、
舎
利
弗
に
比

べ
て
理
解

が
遅
れ
た
と

い
う
理
由

で
、
彼
ら

の
理
解
そ

の
も

の
が
正
し

い
か
ど
う
か
疑
わ

し
く
思
わ
れ
る
危
険
性

が
あ
る

の
で
、
窮
子

の
警
喩
を
説

い
て
、
自
ら

の
理

解

の
正
し
さ
を
示
し
た
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
窮
子

の
磐
喩
が
な
ぜ
説
か
れ
た

の
か
と

い
う

理
由
と
、
窮
子

の
讐
喩

が

「
先
三
後

一
之
道
」
を
説
き

明
か
し
て
い
る
こ
と
と
が
端
的
に
示

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
前
者

の
窮
子

の
讐
喩
が
説
か
れ
た
理
由

に

つ
い
て
、

四
大
声

聞

の
理
解
が
舎
利
弗

に
比

べ
て
遅
れ
た
と

い
う
理
由

で
、
彼
ら

の
理
解
そ

の
も

の
が
正
し

い
か
ど
う

か
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
危
険
性

が
あ

る
と

い
う

こ
と
を
取
り
上
げ

て

い
る
点

は
後
代

の
注
釈
に
見
ら
れ
な

い
道
生
独
特

の
も

の
で
あ

る
。
後
者

の

「
先

三
後

一
之
道
」
は
、
方
便
品

の
注

に

「
三
世
諸
仏
皆
先
説

三
乗
、
後
明

一
極
」
(
四
〇
〇
左
上
)
と
あ
る
よ
う

に
、

三
世

の
諸
仏

の
説
法

の
方
軌
と
し

て
普
遍
的
な
も

の
と
解
釈
さ
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れ

て
お
り
、

同
類

の
表

現
は
薬
草
喩
品

の
注

に
も

「
深
領
聖
説

先
三
後

一
之
意
」
(
四
〇
五
左
上
〉
、
「
如
来
智
慧
功
徳
能

説
先
三
後

一
之
道
」

(
同
前
)
と
あ
り
、
化
城
喩
品

の
注

に
も

「
一
以
大
通
智
勝
亦
説
先
三
後

一
之
教
、
証
成
今
説
」
(
四
〇
六
右
下
)、
「
今

既
登
極
、
還
成
昔
化
、
復

説
先

三
後

一
之
道
」
(
四
〇
六
左
上
)
と
あ

る
。

次

に
、
窮
子

の
讐
喩

の
分
科

に

つ
い
て
考
察
す
る
。
道
生
は
窮

子
の
讐
喩
に

つ
い
て
、
「
無
量
珍
宝
不
求
自
得
」
(大
正
九

・
一
六
中
)
の
意
義

を
明
ら
か
に
す

る
も

の
と
解
釈

し
、
讐
喩

の
内
容
全
体
を
大
き
く
三
段
落

に
分
け
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

自

下
三
段
明
所
以
無
量
珍
宝

不
求
自
得
義
也
。
第

一
明

四
大
声
聞
昔

日
巳
於

二
万
仏
所
蒙
釈
迦
道
被
結
乎

父
子
義

。
第

二
明
其
神
機
冥
著

釈
迦
府
応
為
説
三
乗
之
教
。
第

三
為
其
説
法
華

一
極
之
致
。
因
此
遠
顕
仏
義
、
近
助
成
所
聞
也

。
(
四
〇
三
左
上
-
左
下
)

以
下

の
三
段
は

「
無
量

の
貴
重
な
宝
が
求
め
な

い
の
に
自
然
と
得
ら
れ
た
」
理
由

の
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
の
で
あ
る
。
第

一
に
は
、

四

人

の
偉
大
な
声
聞
が
昔

、
二
万

の
仏

の
も
と

で
釈
迦

の
教
え
を
受
け
、
父
と
子

の
関
係
を
結
ば

せ
ら
れ
た
こ
と
を
明
か
す
。
第

二
に
は
、

彼

ら

の
心

の
機
が
奥
深

い
次

元
で
現
わ
れ
た

の
で
、
釈
迦
は

(そ
れ
に
)
上
か
ら
対
応

し
て
三
乗

の
教
え
を
説
く

こ
と
を
明
か
す
。
第
三

に
は
、
彼

ら

の
た
め
に
法
華
経
と

い
う
唯

一
究
極

の
教
え

の
趣
旨

を
説
く
。

こ
れ
に
よ

っ
て
遠
く

は
仏

の
意
義
を
明
か
し
、
近
く

は

(火

宅
の
讐
喩
に
お
い
て
)
聞

い
た
こ
と
を
し

っ
か
り
と
補
助
す
る

の
で
あ
る
。

と
。
声
聞

に
は
仏
か
ら
授
記
を
受

け
る
な
ど
と

い
う

こ
と

は
思

い
も

及
ば
な
か

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
方
便
品

の
三
乗
方
便

・
一
乗
真
実

の

教
え

の
趣
旨
を

理
解
し
た
舎

利
弗
が
讐
喩
品

の
冒
頭

で
釈
尊
よ
り
授

記
さ
れ
た
こ
と

は
ま
こ
と

に
驚
く

べ
き

こ
と

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

四
大

声
聞
が

「
無
量
珍
宝
不
求
自

得
」
と
表
現
し
た

の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
道
生
は
こ
の

「
無
量
珍
宝
不
求
自
得
」

の
意
義
を
窮
子

の
讐

喩
に
仮
託

し

て
説

い
た
と
解
釈
し

て
い
る

の
で
あ
る
。

第

一
段

落

に
出

る
二
万

の
仏
と

は
、
序
品

に
お

い
て
文
殊
菩
薩
が
語

る
過
去

の
物
語

の
な

か
に
登
場
す

る
二
万
入

の
日
月
灯
明
仏

の
こ
と

で
、
経
文

の

「
如
是

二
万
仏
皆
同

一
字
、
号
日
月
灯
明
」
(大
正
九

・
三
下
)
を
承

け
た
も

の
で
あ

る
。

第

二
段
落
に
出
る

「
神

機
」

は
序
品

の
注
に
も

「
種
種
因
縁
、
明
衆
生
神
…機
不

一
取
悟
万
殊
或
因
施
戒
或
縁
神
変
、
故

言
種
種
」
(
三
九
八
左
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(
2

)

下
)
と
出

る
。
道

生
に
お
け
る

「
機
」

の
概
念

に

つ
い
て
は
す

で
に
考
察

し
た

こ
と
が
あ

る
が
、
「
機
」

の
第

一
次
的
意
味
は

「
仏

の
応
現
、

教
化
を
求
め
、
か

つ
そ
れ
を
受
容
す
る
衆
生

の
側

の
構
え
、
あ
り
方
」
で
あ

る
。
こ

の
衆
生

の
側

の
構
え
、
あ
り
方

が
、
衆
生

の
精
神
、
あ
る

い
は
心

に

つ
い
て
捉
え
ら
れ
る

の
で
、
精
神
、
心
と

い
う
意
味

で

の

「
神
」
と

い
う
語
が
付
け
ら
れ

て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
神

妙

な
と

い
う
意
味

で
の

「
神
」
と

は
解
釈
し
な

い
。
ち
な
み
に
、
『
注
維
摩
詰
経

』
巻
第

五
に
鳩
摩
羅
什

の
注
と
し

て

「
機
神
微
動
、
則
心
有

所

属
」
(大
正
三
八

・
三
七
七
下
)
と
あ
り
、

こ
れ
も
こ
こ
と
同
様

に
解
釈

で
き

る
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ

れ
、
窮
子

の
讐
喩
解
釈

に
お

い
て
も

「
…機
」
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
概
念

で
あ
る
。
ま
た
、
「
釈

迦
府
応
」
と
あ
る
が
、
「
府
」
は

「
傭
」
と
通
じ

て
用

い
ら
れ
て
お
り
、
下
に
向

か

っ
て
と

い
う

意
味

で
あ
る
。
讐

喩
品

の
注

に
も

「
昔
化
之
機
拍
聖
、
聖
則
府
応
」
(
四
〇
三
右
上
)
と
あ

る
。
「
傭
応
」

の
対
語

は

「
仰
感
」

と
考
え
ら

れ
る
が
、

こ
の
用
語
は

『妙
法
蓮
花
経
疏
』

に
は
見
ら
れ
な

い
。
や
や
後
代

の

『
大
般
浬
葉
経
集
解

』
巻
第

五
に
僧
亮

(五
世
紀
の

人
。
四
三
八
ー
四
九
六
の
僧
宗
よ
り
古

い
人
物
と
推
定
さ
れ
る
)
の
注
と
し

て

「
恐

一
人
之
誠
不
能
仰
感
、
故
愚
大
衆
令

共
請
」
(
大
正
三
七

・
三
九
八

中
)
が
あ

る
。

こ
の
よ
う
な

「
傭
応
」
「
仰
感
」

の

「
傭
」
「
仰
」
は
仏
と
衆
生

の
感

応
関
係
に
お
け

る
上
下
関
係
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

第

三
段
落

の

「
法
華

一
極
之
致
」
は
言
う
ま

で
も
な
く
法
華
経

の

一
乗
思
想
を
意
味
す

る
か
ら
、
第

二
段
落
と
第
三
段
落
と
を
合
わ
せ
見
る

と
、
窮
子

の
讐
喩
は
結
局
、
最
初
に
述

べ
た
通
り
、
「
先
三
後

一
之
道
」
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え

て
第

一
段
落

の
過
去

の
二
万
仏

の
も
と
に
お
け
る
仏
と
衆
生
と

の
問
に
お
け
る
父
と
子
と

の
結
び
付
き
を
説
き
明
か
す
も

の
と
解
釈

さ
れ

て
い
る

の
で
あ
る
。

次

に
、

上
述

の
三
段
落
が
窮
子

の
讐
喩

を
説

く
経
文

の
ど

こ
に
対

応
す

る
か
に

つ
い
て
予
め
示
す
。
第

一
段
落

は

「
讐
若
有
人
年
既
幼
稚

…
…
漸
漸

遊
行
、
遇
向

本
国
」
(大
正
九

・
一
六
中

・
二
五
ー

二
八
行
)
の
部

分
、
第

二
段
落

は

「
其

父
先
来
求
子

不
得

…
…

下
劣
之

心
亦
未
能

捨
」
(同
前

・
一
六
中

・
二
八
行
i

一
七
中

・
七
行
)
の
部
分
、
第

三
段
落
は

「
復
経
少
時
…
…
今
此
宝
蔵
自
然

而
至
」
(同
前

・
一
七
中

・
七
行
i

一

七
行
)
の
部
分

で
あ
る
。

道
生
は
後
代

の
法
雲
、
吉
蔵
な
ど
と
里
ハな
り
、

こ
れ
以
上

の
細
か

い
段
落
分
け
を
行
な

っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
た
と
え
ば
父
子
相
失
讐
、
父

子
相
見
讐
な
ど

の
毅
落
そ
れ
ぞ
れ
に
名
づ
け
た
讐
喩

の
名
称

も
用

い
て
い
な

い
。

さ
ら
に
、
方
便
品

の
説

や
讐
喩
品

の
火
宅

の
讐
喩
と

の
対
応



関
係

に

つ
い
て
も
何
ら
言
及
し
て

い
な

い
。
法
雲
が

こ
れ
ら

の
対
応
関
係

に

つ
い
て
詳
細
に
指
摘
し
、
自

己
の
法
華
経
理
解

の
精
緻
さ
を
誇

っ

た

こ
と
と
は
大

い
に
異
な
る

の
で
あ

る
。

こ
の
点

は
経
典
注
釈

の
発
展
史
を
捉
え

る
上

で
注
意
す

べ
き
事
柄

で
あ
る
。

第
二
節

窮
子
の
讐
喩
の
第

一
段
落
に
つ
い
て
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第

一
段
落
全
体

の
趣
旨

は
、
す

で
に
引
用
し
た
よ
う

に
、
「
第

一
に
は
、
四
人

の
偉
大
な
声

聞
が
昔
、

二
万

の
仏

の
も
と

で
釈
迦

の
教
え
を

受
け
、
父
と
子

の
関
係
を
結
ば
せ
ら
れ
た

こ
と
を
明

か
す
」
と
述

べ
ら

れ
て
い
た
が
、
随
文
解
釈

の
こ
の
箇
所

に
お

い
て
も

「
第

一
段
明
父
子

義
」
(
四
〇
三
左
下
)
と
あ

る
。

経
文

は
比
較
的
短
く
、
全
文
に
道
生

の
注
が
あ

る
。
初
め
に
経
文
全
体
を
掲
げ
、
次
に
適
宜
、
経
文
を
分
節
し
て
通
し
番
号
を
付
し
、
そ
れ

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
道
生

の
注
と
そ

の
現
代
語
訳
を
示
す

(
以
下
の
節
も
同
じ
)。

　
よ

り
む

警
若
有

人
年
既
幼
稚
、

本

国
。

ワ
】
4

「D

6

7

O
O

(
》

捨
父
逃
逝
、
久
住
他
国
。
或
十

二
十
至

五
十
歳
。
年
既
長
大
加
復
窮
困
、
馳
膀
四
方
、
以
求
衣
食
。
漸
漸
遊
行

、
遇
向

12

「
有

人
」

昔
受
菩
薩
時
化

。
化
理
本

一
。

一
従
仏
生
為

子
。
(四
〇
三
左
下
)

昔

、
(釈
迦
が
)
菩
薩
だ

っ
た
時

の
教
化
を
受

け
た
。
教
化

は
道
理
と

し
て
本
来

一
で
あ

る
。

子
と
す

る
。

「
父
」

(な
る
教
化
)
が
仏
か
ら
生

じ
る

の
を



3s

仏
即
父
也
。
(同
前
)

仏
は
と
り
も
な
お
さ
ず
父

の
こ
と

で
あ
る
。

3

「
幼
稚
」

受
化
始
爾
。
(同
前
)

教
化
を
受

け
た
ば
か
り
な

の
で
あ

る
。

4

「
捨
父
逃
逝
」

受
化
始
爾
、
果
未
来
至
、
還
深
世
或
、
或
走
五

(本
文
の

「
正
」
を
文
脈
に
よ
り

「
五
」
に
改
め
る
)
道
、
皆
化
而
去
。
(同
前
)

教
化
を
受

け
た
ば
か
り

で
、
果
が
ま
だ
実
現
さ
れ
ず
、
か
え

っ
て
世
間

の
惑

い
が
深
く
、

五
道
を
迷

っ
て
走
り
、

み
な
教
化
さ
れ

て
も

逃
げ
去

っ
て
し
ま
う
。

5

「
久
住
他
国
」

化
境
自
然
為
本
国
。
生
死
横
造
為
他
国
。
去
化

日
遠
為
久

(本
文
の

「
人
」
を

「
久
」
に
改
め
る
)。
留
滞
為
住
也
。
(同
前
)

教
化

の
行

わ
れ
る
領
域
が
作
為
を
越
え
た
も

の
で
あ
る

の
を
本

国
と
な
し
、
生
死
輪
廻
が
よ
こ
し
ま

に
作

ら
れ
る
の
を
他

国
と
な
す
。

教
化
か
ら
日
に
日
に
遠
く
な
る

の
を

「
久

」
と
な
し
、
と
ど
ま
る
の
を

「
住
」
と
な
す

の
で
あ
る
。

6

「
或
十

二
十
至

五
十
歳
」

五
言
五
道
。
十
言
住
久
。
不
定
故
或
也
。
(同
前
)

五
は
五
道

の
こ
と
を
言

い
、
十
は
久
し
く
と
ど
ま
る
こ
と
を
三
口う
。
数
が
不
定

で
あ
る
か
ら
、
「
或
」
で
あ

る
。

7

「
年
既
長
大
加
復
窮
困
」

去
化
既
久
、
為
長
大
。
鈴
跣

生
死
、
為
窮
困
也
。
(同
前
)

教
化
か
ら
久

し

い
時

が
過
ぎ

て
い
る
の
を

「
長
大
」
と
な
す
。
生

死
輪
廻
を
逃
げ
走
る

の
を

「
窮
困
」
と
な
す
。
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8

「
馳
駒

四
方

、
以
求
衣
食
」

周
遍

五
道

、
無
処
不
求

、
為
馳
鵬

四
方
。

長
則
求
於
大
楽
讐
楽
。
窮
則
求
於
小
楽
也
。
(同
前
)

五
道
を
あ

ま
ね
く
行
き
渡
り

、
ど

こ
も
求

め
な

い
場
所

が
な

い
の
を

「
馳
駒
四
方
」
と
な
す
。
成
長
す

る
と
大
楽
を
求
め
、
困
窮
す
る

と
小
楽
を
求
め

る
の
で
あ

る
。

9

「
漸
漸
遊
行
、
遇
向
本
国
」

或
報
不
可
頓
受
、
為
漸
漸

。
之
非
本
処
、
為
遊
行
。
化
勢
応
還
帰
悟
、
為
向
本
国
。
縁
潜
牽
来
、
非
意
欲
爾
、
為
遇
也
。
(同
前
)

迷

い
の
報

い
は
急

に
受

け

る
こ
と

が
で
き

な

い
の
を

「
漸
漸
」
と
な
す
。
本
来

の
場
所

で
な

い
と

こ
ろ
に
行
く

の
を

「
遊
行
」
と

な

す
。
教
化

の
勢

い
と
し

て
当
然
悟
り
に
戻

っ
て
来
る

べ
き

で
あ
る

の
を

「
向
本
国
」
と
な
す
。
縁
に
よ

っ
て
密

か
に
引
き

ょ
せ
ら
れ
、

そ

の
よ
う

に
な

ろ
う

と
望

む

の
で
な

い
こ
と
を

「
遇
」
と
な
す

の
で
あ
る
。

1
は
前

述

の
第

一
段
落

の
趣
旨

に
お

い
て
見
ら
れ
た
よ
う

に
、
『
法
華
経
』
序
品

に
説
か
れ
る
過
去

の
二
万

の
日
月
灯

明
仏

の
時

の
事
柄

に

基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
序
品

で
は
、

二
万

の
日
月
灯
明
仏

の
最
後

の
日
月
灯
明
仏
に
八
人

の
王
子
が
お
り
、
そ

の
第
八
番

目
が
燃
灯
仏

で
あ

る

(
3

)

こ
と

が
明
か

さ
れ

て
い
る
。
た
と
え

ば

『
太
子
瑞
応
本
起
経

』
巻
上

に
は
、
釈
迦
が
こ
の
燃
灯
仏
か
ら
授
記
さ
れ
た

こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
も

の
の
、
序
品
を
見
た
限
り

で
は
、

日
月
灯
明
仏

の
故
事
と
釈
迦
と

の
関
係
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
二
万

の
日
月
灯
明

仏

の
も
と

で
、
釈

迦
と

四
大
声
聞
が
父
子

の
関
係
を
結

ん
だ
と

い
う
道
生

の
解
釈

は
必
ず
し
も
経
文
か
ら
す
ぐ

に
導
き

出
せ
る
解
釈

で
は
な

い

(
4

)

こ
と

に
な

る
。
後

の
法

雲

の
解
釈

で
も
、
衆
生

が
過
去

に
大
乗

の
教
化
を
受

け
た

の
は
日
月
灯

明
仏

の
時

と
さ
れ

て

い
る
点

は
同
様

で
あ

る

(
5

)

が
、
法
雲

に
お

い
て
は
、
そ
の
時
、
衆
生
を
教
化

し
た
の
は
釈
迦

で
は
な
く
、
過
去
仏
、
す
な
わ
ち

日
月
灯

明
仏
と
さ
れ

て
い
る
。

「
昔
受
菩
薩

時
化
」

は
、
釈
迦

が
菩
薩

で
あ

っ
た
時

に
、
釈
迦

の
教
化
を
受
け
た
と

い
う
意
味

に
取

っ
た
。
こ
の
解
釈

は
、
吉
蔵

の

『
法
華

義

疏
』
巻
第
七

に
も

「
有
人
、
即
讐
子
義
。
昔
仏
為
菩
薩

時
、
如
行
而
説
、
衆
生
如
説
而
行
、
同
共

一
行
。
義

如
父
子
」
(大
正
三
四

・
五
四
五
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上
)
と
あ

る
。
な
お
、
道
生

の
注

の

=

従
仏
生
為
子
」
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。

2

の

「
受
化

始
爾
」

の

「
爾
」

は

「
耳
」

の
意
と

取

っ
た
。

こ

の
解
釈

は
、
吉
蔵

の

『
法
華
義
疏
』
に
お

い
て
も
踏
襲

さ
れ
、
巻
第
七

に

「
受

化
始
爾
為
幼
、
観
解
微
弱
称
稚
也
」
(
同
前

・
五
四
五
下
)
と
あ

る
。

道
生

の
注

は
簡
潔

で
、

6
の

「
十

二
十
」
、

7
の

「
四
方
」
な
ど

の
数
字

に

つ
い
て
は
、
法
雲
、
吉
蔵
な
ど

は
そ
れ
な
り

に
解
釈

し

て
い
る

(煙

道
生
は
問
題

に
し

て
い
な

い
・

8
の

「
讐
楽
」

は
よ
く
分
か
ら
な

い
。
お
そ
ら
く
街
字

で
あ

ろ
う
。
翻
訳
は
そ
れ
に
従

っ
た
。

道
生

に
よ
れ
ば
、
第

一
段
落
全
体

の
趣
旨

は
、
四
大
声
聞
は
日
月
灯
明
仏

の
も
と

で
、
ま
だ
菩
薩

で
あ

っ
た
釈
迦

の
教
化
を
受

け
た
が
、
受

け

た
ば

か
り

の
時

は
そ
の
成

果
は
挙
が
ら
ず
、
か
え

っ
て
世
問

の
惑

い
が
深
く
、
長

い
期
間
五
道

に
輪
廻
し
て
し
ま
う
。

そ
し

て
、
見
当
違

い

に
も
輪

廻

の
な
か
に
お

い
て
大
楽
、
小
楽
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
自
分

で
も
意
識

せ
ず
密

か
に
、
か

つ
て
の
釈
迦

の
教
化
を
受

け
た
と

い

う
縁

に
よ

っ
て
悟
り

に
向

か

っ
て
行
く
、
と

い
う

も

の
で
あ

る
。

第
三
節

窮
子
の
讐
喩
の
第
二
段
落
に
つ
い
て

第

二
段
落
全
体

の
趣
旨
は
、
す

で
に
引
用
し
た
よ
う

に
、
「
第

二
に
は
、
彼
ら

の
心

の
機
が
奥

深

い
次

元
で
現
わ
れ
た

の
で
、
釈
迦
は

(そ

れ
に
)
上
か
ら
対
応
し

て
三
乗

の
教
え
を
説
く

こ
と
を
明

か
す
」
と
述

べ
ら
れ
て

い
た
が
、
随
文
解
釈

の
こ

の
箇
所
に
お

い
て
も

「
第

二
段
成

仏
為
説

三
乗
之
教
」
(
四
〇
三
左
下
)
と
あ
る
。

む

ユ

ワ
リ

ヨ

　

　
ロ

ユ

ユ

ユ

　
　

ユ

ユ

其
父
先
来
求
子
不
得
。
中
止

一
城
。
其
家
大
富
、
財
宝
無
量
。
金
銀
瑠
璃
珊
瑚
虎
珀
頗
梨
珠
等
、
其
諸
倉
庫
悉
皆
盈
溢
。
多
有
憧
僕
臣
佐
吏

な
り

　

　

　

　
　

つ　

ユ

ユ

　
よ

ハソ
ロ

民

、
象
馬
車
乗
牛
羊
無
数
。
出
入
息
利
。
乃
遍
他
国
、
商
枯
質
客
亦
甚
衆
多

。
時
貧
窮

子
遊
諸
聚
落
、
経
歴
国
邑
、
遂
到
其
父
所
止
之
城
。
父
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21

22

23

毎
念
子
。
与
子
離
別
五
十
余
年
、
而
未
曾
向
人
説
如
此
事
。
但
自
思
惟
、
心
懐
悔
恨
。
自
念
老
朽
多
有
財
物
。
金
銀
珍
宝
倉
庫
盈
溢
、
無
有
子

24

息
。

一
旦
終
没
、
財
物
散
失

、
無
所
委
付
。
是
以
段
心勲
毎
憶
其
子
。
復
作
是
念
、
我
若
得
子
委
付
財
物
、
坦
然
快
楽
無
復
憂
慮

。
世
尊
。
爾
時

　

　

ブ
ロ

ウ
の

　

窮
子
傭
賃
展
転
、
遇
到
父
舎
。
住
立
門
側
、
遙
見
其
父
鋸
師
子
床
宝
机
承
足
。
諸
婆
羅
門
刹
利
居
士
皆
恭
敬
囲
続
。
以
真
珠
理
略
価
直
千
万
、

O
O

O
ヴ

　

　

荘
厳
其
身
。
吏
民
憧
僕
手
執
白
払
、
侍
立
左
右
。
覆
以
宝
帳
、
垂
諸
華
幡
、
香
水
瀧
地
、
散
衆
名
華

、
羅
列
宝
物
、
出
内
取
与
。
有

如
是
等
種

り

　　

ワ
ロ

リ
こ

ヨ

種
厳
飾
、
威
徳
徳
尊

。
窮
子
見
父
有
大
力
勢
、
即
懐
恐
怖

、
悔
来
至
此
。
窃
作
是
念
、
此
或
是
王
、
或
是
王
等

。
非
我
傭
力
得
物
之
処
。

不
如

ヨ

　
る

り
ゆ

ヨ

往
至
貧
里
蝉
力
有
地
衣
食
易
得
。
若
久
住
此
、
或
見
逼
追
強
使
我
作
。
作
是
念
已
、
疾
走
而
去
。
時
富
長
者
於
師
子
座
、
見
子
便
識
、
心
大
歓

　

フ
コ

つ
リ

ヨ

喜
。
即
作
是
念
、
我
財
物
庫
蔵
今
有
所
付
。
我
常
思
念
此

子
、
無
由
見
子
。
而
忽
自
来
。
甚
適
我
願
。
我
錐
年
朽
、
猶
故
貧
惜
。
即
遣
傍
人
、

　

　

ヨ

急
迫
将
還
。
爾
時
使
者
疾
走
往
捉
。
窮
子
驚
愕
、
称
怨
大
喚
、
我
不
相
犯
。
何
為
見
捉
。
使
者
執
之
愈
急
、
強
牽
将
還
。
干
時
窮
子
自
念
、
無

ワ
け

ヨ

　

罪
而
被

囚
執
。
此
必
定

死
。
転

更
惇
怖
、
悶
絶
覧

地
。
父
見
之
、
而
語
使

言
、
不
須
此
人
。
勿
強
将
来
。
以
冷
水
瀧
面
令

得
醒
悟
、
莫
復
与

語
。
所
以
者
何
。
父
知
其
子
恣
意

下
劣
、
自
知
豪
貴
為
子
所
難
。
審
知
是
子
、
而
以
方
便

不
語
他
人
云
是
我
子
。
使
者
語
之
、
我
今
放
汝
。
随

意
所
趣
。
窮
子
歓
喜
、
得
未
曾
有
。
従
地
而
起
、
往
至
貧

里
、
以
求

衣
食
。
而
時
長
者

将
欲
誘
引
其
子
、
而
設
方
便
、
密
遣
二
人
形
色
憔
惇
無

ハ
　
　

フ

コ

　

威
徳
者
。
汝

可
詣
彼
徐

語
窮

子
。
此
有
作

処
。
倍
与
汝
直
。
窮
子
若
許
、
将
来
使
作
。
若
言
欲
何
所
作
、
便
可
語
之
、
雇
汝
除
糞
。
我
等

二
人

　

ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

亦
共
汝
作

。
時

二
使
人
即
求
窮
子
。
既
已
得
之
、
具
陳
上
事
。
爾
時
窮
子
先
取
其
価
、
尋
与
除
糞
。
其
父
見
子
、
慰
而
怪
之
。
又
以
他
日
、
於

　リ

コ　

ら

　

窓
騰
中
、
遙
見
子
身
臓
痩
憔
惇
、
糞
土
塵
盆
、
汚
稼
不
浄
。
即
脱
瑛
狢
細
軟
上
服
厳
飾
之
具
、
更
著
麓
弊
垢
賦
之
衣
。
塵
土
盆
身
、
右
手
執
持

ワ
け

ヨ

　

ら

ら

ら

除
糞
之
器
、
状
有
所
畏
、
語
諸
作

人
、
汝
等
勤
作
。
勿
得

僻
息
。
以
方
便
故
、
得
近
其
子
。
後
復
告
言
、
咄
男
子
。
汝
常
此
作
、
勿
復
余
去
。

55

当
加
汝
価
。
諸
有
所
須
公
瓦
器
米
麺
堕
酷
之
属
、
莫
自
疑
難

。
亦
有
老
弊
使
人
須
者
相
給
。
好
自
安
意
。
我
如
汝
父
。
勿
復
憂
慮
。
所
以
者
何
。

56

我
年
老
大
、
而
汝
小
壮
。
汝
常
作
時
、
無
有
欺
怠
瞑
恨
怨
言
。
都
不
見
汝
有
此
諸
悪
如
余
作
人
。
自
今
已
後
、
如
所
生
子
。
即
時
長
者
更
与
作

フ
ず

　

　

ごリ

ピ
つ

ら

字
、
名
之

為
児

。
爾
時
窮

子
錐
欣

此
遇
、
猶
故
自
謂

客
作

賎
人
。
由
是
之
故
、
於

二
十
年

中
常
令
除
糞
。
過
是
已
後

、
心
相
体
信
、
入
出
無

む

　
ゐ

　

ハむ

難
。
然
其
所
止
、
猶
在
本
処
。
世
尊

。
爾
時
長
者
有
疾
、
自
知
将
死
不
久
。
語
窮
子
言
、
我
今
多
有
金
銀
珍
宝
倉
庫

盈
盗
。
其
中
多
少
所
応
取



　

与
、
汝
悉
知
之
。
我
心
如
是
。
当
体
此
意

。
所
以
者
何
。
今
我
与
汝
便
為

不
異
。
宜
加
用
心
無
令
漏
失
。
爾
時
窮
子
即
受
教
勅
、
領
知
衆
物
金

40

銀
珍
宝
及
諸
庫
蔵
、
而
無
擶
取

一
喰

之
意

。
然
其
所
止
、
故
在
本
処
。
下
劣
之
心
亦
未
能
捨
。

10

「
不
得
」

仏
昔
既
化
積
行
、
常
欲
求
子
、
子
或
堕
在
生
死
。
事
乖
為

不
得
。
(
四
〇
三
左
下
)

仏

は
昔
、
教
化

し
修
業

を
積

み
重
ね

た
か
ら

に
は
、
常

に
子
を
求
め
よ
う

と
す
る
が
、
子
は
生

死
輪

廻
に
堕
ち

て

い
る
か
も
し
れ
な

い
。
事
態

が
う
ま
く
行
か
な

い
こ
と
が

「
不
得
」

で
あ

る
。

11

「
中
止
」

今
子
昔

縁
応
至
、
而
著
生
死
楽
、
情
異
於
本

。
父
応
府
就
人
身
作
仏
、
　
不
及
実
、
為

中
止
。
(
同
前
)

今
、
子
は
昔

の
縁
に
よ

っ
て
当
然

や

っ
て
来

る

べ
き
な
の
に
、
生

死
の
楽
に
執
著
し

て
、
事

情
が
本
来

の
あ
り
方
と
異
な

っ
て
い
る
。

父

は
下
に
向
か

っ
て
応
現

し
、
人
間
の
身
体
を
取

っ
て
仏
と
な
り
、
外
に
現
れ
た
姿
が
内
実

に
及
ば
な

い
の
を

「
中
止
」
と
な
す
。

12

=

城
」

一
乗
之
理
可
以
防
非
為
城
。
十
方
帰
化
為

一
也
。
(
四
〇
三
左
下
ー
四
〇
四
右
上
)

一
乗

の
理
で
非
を
防
ぐ

こ
と

の
で
き

る
も

の
を

「
城
」
と
な
す
。
十
方
が
教
化

に
帰
着

す
る
こ
と
を

「
一
」
と
な
す
。

13

「
其
家
大
富

、
財
宝
無
量
」

難
在
人
身
作
仏
処
、
理
無
非
法
。
斯
則
富
有
法
財
而
無
窮
極
。
(同
前
)

人
間

の
身
体

で
仏
と
な
る
場
所
に

い
て
も
、
理
に
非
法

は
な

い
。
す
な
わ
ち
法

の
財
産
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
極
ま
り
が
な

い
。

14

「
金
銀
瑠
璃
珊
瑚
貌
珀
頗
梨
珠
等
、
其
諸
倉
庫
悉
皆
盈
盗
」

七
聖
財
宝
無
能
閾
閾
、
為
倉

庫
。
理
過
於
言
、
為
盈
溢
。
(同
前
)
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七
聖

の
財
宝
が
伺

い
見

る
こ
と

の
で
き
な

い
の
を

「
倉
庫
」
と
な
す
。
理
が
言
葉
を
越
え

て
い
る
こ
と
を

「
盈
溢
」
と
な
す
。

15

「
多
有
憧
僕
臣
佐
吏

民
」

外
道
為
憧
、
衆
魔
為
僕
。
必
帰
従
化
、
義

日
憧
僕
。
菩
薩
為
臣
佐
、
助
宣
正
化

。
声
聞
為
吏
、
防
捻

邪
非
。
三
界
衆
生
為
民
、
仏
所
統

王
也
。
(同
前
)

外
道
を

「
憧
」
と
な

し
、
多

く

の
魔
を

「
僕
」
と
な
す
。
必
ず
教
化
に
服
従
す
る

の
で
、
内
容
的

に

「
憧
僕
」
と

い
う
。
菩
薩
を

「
臣

佐

」
と
な

し
、
正
し

い
教
化
を
宣

べ
る
の
を
助

け
る
。
声
聞
を

「
吏

」
と
な
し
、
邪
非
を
防
ぎ
取
り
締
ま
る
。

三
界

の
衆
生
を

「
民
」

と

な
し
、
仏

に
よ

っ
て
王
と
し

て
君
臨
さ
れ
統

べ
ら
れ
る
。

16

「
象
馬

車
乗
牛
羊
無
数
」

象

馬
牛
羊
者
、
三
乗

五
通
諸
功
徳
也
。
車
者
、
理
運
無
方
也
。
(同
前
)

「
象
馬
牛
羊
」
と
は
、

三
乗

の
五

つ
の
神
通
な
ど

の
功
徳

の
こ
と

で
あ

る
。
「
車
」
と
は
、
理
が
無

限
に
運
行
す
る
こ
と
で
あ

る
。

17

「
出
入
息
利
。
乃
遍
他
国
」

外

化
為
出
。
出
化
彼
行
、
為
息
利
。
利
入
所
化

周
在

五
道
、
為

遍
他
国
。
(同
前
〉

外

に
た

い
す
る
教
化
を

「
出
」
と
な
す
。
彼
が
修
行
す

る
よ
う

に
出

て
い

っ
て
教
化
す

る
こ
と
を

「
息
利
」
と

な
す
。
利
益

の
収

入
に

よ

っ
て
教
化

さ
れ
る
範

囲
は
五
道

に
く
ま
な
く
行
き
渡

る
こ
と
を

「
遍
他

国
」
と
な
す
。

18

「
商
佑
質
客
亦
甚
衆
多
」

菩
薩
受
法
以
化

十
方
、
為

販
売
者
也
。
(同
前
〉

菩
薩

が
法
を
受

け
て
十
方
を
教
化
す
る

こ
と
を
販
売
者
と
な
す
。

19

「
時
貧
窮
子
遊
諸
聚
落
、
経
歴
国
邑
、
遂
到
其
父
所
止
之
城
」

昔
縁
牽
向
父
所
止
城
、
理
為
至
也
。
(同
前
)
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昔

の
縁
に
よ

っ
て
引

か
れ

て
父
が
留
ま

っ
て

い
る
城
に
向
か
う

こ
と
は
道

理
と
し

て

「
至
」

で
あ

る
。

20

「
父
毎
念

子
。
与
子
離
別
五
十
余
年
」

慈
悲

之
念

。
念
之
乖

理
、
而
子
受
化
之
後

、
迷
倫
五
道
、
為

五
十
年
也
。
(
同
前
)

慈
悲

の
思

い
で
あ
る
。
子
を
思

っ
て
も
理
に
乖
き
、
子

は
教
化
を
受
け

て
後
、
迷

っ
て
五
道

に
沈
む

こ
と
を

「
五
十
年
」
と
な
す
。

21

「
而
未

曾
向

人
説
如
此
事
」

謂
未
曾
向

人
説
二
乗
成
仏
。
仏
之
大
慈
本
欲
抜
苦
、
而

彼
楽
生

死
、
真
化
則
逆
、
要
須
権
三
。
三
順
微
心
。
然
後
可
造
之

一
也
。
(同

前
)

ま
だ
人

々
に
対
し

て
二
乗
が
仏
と
な
る

こ
と
を
説

い
た
こ
と

が
な

い
と

い
う
意
味

で
あ

る
。
仏

の
大
慈
悲

は
も
と
も
と

(人
々
の
)
苦

を
抜

こ
う

と
す

る
が
、
彼
ら
は
生
死
を
願

い
、
真
実

の
教
化
を
す
れ
ば
逆
ら
う

の
で
、
方
便

の
三
乗

が
必
要
と
な
る
。
三
乗
は
微
小
な

心

に
順
じ
て

い
る
。

そ
う
し

て
後
、
(彼
ら
を
)

一
乗
に
至
ら
せ
る
こ
と
が

で
き

る
の
で
あ

る
。

22

「
但
自

思
惟
、
心
懐
悔
恨
」

唯
恨
本
化

不
濃
致
使

還
或
流
転
。
悉
為
慈
悲
、
無
方

設
辞
耳
。
(同
前
)

た
だ
本

の
教
化
が
濃
厚

で
な
く
、
か
え

っ
て
迷

っ
て

(輪
廻
に
)
流
転
さ
せ
た

の
を
残
念
に
思
う
。
す

べ
て
慈
悲

の
た
め
に
あ
ら

ゆ
る

限
定

を
越
え

て
言
葉

で
表
現
す
る
だ
け

で
あ
る
。

23

「
自
念
老

朽
多
有
財
物
。
金
銀
珍
宝
倉
庫
盈
溢
、
無
有
子
息
」

老
朽
者
、
謂
後
辺
身
也
。
無
有
息
、
謂
未

説
二
乗
作

仏
。
慮
無

上
法
宝
無
所
不
嗣
也
。
(
四
〇
四
右
下
)

「
老
朽
」
と
は
、
(浬
架
に
入
る
前
の
)
最
後

の
身
体

で
あ
る
。
「
無
有
息
」
と
は
、
ま
だ
二
乗
が
仏
と
な

る
こ
と
を
説
か
な

い
こ
と

で
あ

る
。
無
上

の
法
宝
を
相
続
さ
せ
る
相
手

の
い
な

い
こ
と
を
心
配
す
る

の
で
あ
る
。

24

「
爾
時
窮

子
傭
賃
展
転
、
遇
到
父
舎

。
住
立
門
側
」
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昔
所
行
善
、
以
取
世
楽

、
為
傭
賃
。
而
実
非
善
受
、
故
自
昔
縁
、
為
潜
到
父
舎
。
大
乗
之
説
、
為

父
舎
。
所
由
出
処
、
為
門
。
本

縁
応

入
、
而
情
牽
不
受

、
故
躊
躇
其
側
。
(
同
前
)

昔

、
行

っ
た
善

に
よ

っ
て
、
世

間

の
楽
を
獲
得
す

る
こ
と
を

「
傭
賃
」
と

な
す
。

し
か

し
な

が
ら
本
当

に
は

(世
間
の
楽
を
)
う

ま
く

受

け
な

い
の
で
、
自
然

と
昔

の
縁
に
よ

っ
て
密

か
に
父
の
家
に
た
ど
り
着
く
。
大
乗

の
説
を

「
父
舎
」
と
な
す
。
そ

こ
を
通

っ
て
出
る

場
所
を

「
門
」

と
な
す
。
本

の
縁

に
よ

っ
て
当
然

(そ
の
門
を
)
入
る

べ
き
な

の
に
、
(煩
悩
の
)
情

に
引
か
れ
て

(大
乗
の
説
を
)
受

け

な

い
の
で
、
そ

の

(
門
の
)
「
側
」

で
躊
躇
す
る
。

25

「
遙
見
其
父
据
師
子
床

宝
机

承
足
」

昔

縁
使
見
大
乗
説
旨
、
為
遙
見
父
。
理
為
法
身

。
所
処
無
畏
、
鋸
師
子
床
。
住
足
恒
在
無
為
、
為
宝
机
承
其
足
也
。
(同
前
)

昔

の
縁

に
よ

っ
て
、
大
乗

の
説

の
趣
旨
を
見
さ
せ
る
こ
と
を

「
遙
見
父
」
と
な
す
。

理
を
法
身

な
す
。
(法
身
の
)
居
る
場
所
は
畏
怖

が

な

い
こ
と
が

「
鋸
師
子
床
」

で
あ
り
、
足
を
常

に
無
為

に
と
ど
め
る

こ
と
を

「
宝
机
承
其
足
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

26

「
諸
婆
羅
門
刹
利
居
士
皆
恭

敬
囲
続
」

如
此
諸

天
皆
自
持
僑
傲
、
而
皆
宗
事
者
、
理
伏
之
然
也
。
(
同
前
)

こ
れ
ら

の
諸
天
は

み
な
驕
り
高

ぶ
る
心
を
持

っ
て
い
る
が
、
み
な

(法
身
を
)
崇
め
仕
え

る
の
は
、
道
理
と

し
て
当
然

で
あ
る
。

27

「
以
真
珠
理
略
価
直
千
万
、
荘
厳
其
身
」

形
無
非
法
、
則
是
法
宝
荘
厳
其
身
也
。
(
同
前
)

(法
身
の
)
身

体
に
非
法

が
な

い
の
で
、
法
宝

で
そ
の
身

を
飾

る
の
で
あ

る
。

28

「
吏
民
憧
僕
手
執
白
払
、
侍
立
左

右
」

奉
教
信
手
執
無
漏
慧
払
、
義
為
侍
立
左
右
払
塵
購
也
。
(同
前
)

教
え
を
奉
ず

る
信

の
手

で
無
漏
慧

の
払
子
を
取

る

の
を

、
内
容
的

に
左

右
に
侍

っ
て

(煩
悩
の
)
汚
れ

や
愚
か
さ
を
払
う

こ
と
と

な
す
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の
で
あ

る
。

29

「
羅
列
宝
物
、
出
内
取
与
」

陳
顕
法
相
、
必
使
彼
得
。
彼
得
、

乃
義

帰
於
已

(
11
己
)、
為
取
與
也
。
(同
前
)

法
相
を
述

べ
顕
わ

せ
ば
、
必
ず
彼

に
得
さ
せ
る
。
彼
が
得
れ
ば
、

や

っ
と
内
容
的
に
自
己
に
帰
着
す

る
の
を

「
取
与
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

30

「
窮
子
見
父
有
大
力
勢

、
即
懐
恐
怖
、
悔
来
至
此
」

父
理
能
伏

其
情

、
為
有
力
勢

。
伏
情
之
所
畏
、
為
恐
怖
。
含
大
之
機
拍

聖
、
為
見

父
。
而
情
或

騎
心
、
未
能
受
大
、
為
悔

来
至
此
。

(
同
前
)

父
が
道

理
と
し

て
そ

の
気
持
ち
を
抑
え

る
こ
と

が
で
き

る
こ
と
を

「
有
力
勢
」
と
な
す
。
(
父
が
)
気
持
ち
を
抑
え

る
こ
と
が

(子
に
よ

っ
て
)
畏
怖
さ
れ

る
こ
と
を

「
恐
怖
」
と
な
す
。
大
乗
を
受
容
す

る

べ
き
機

が
聖
人
を
発
動
さ
せ
る
こ
と
を

「
見
父
」

と
な
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
心

の
惑

い
に
よ

っ
て
心
が
覆
わ
れ
て
大
乗
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な

い
こ
と
を

「
悔
来
至
此
」
と
な
す
。

31

「
窃
作
是
念
、
此
或
是
王
、
或
是
王
等

。
非
我
傭
力
得
物
之
処
」

含
大
之
機
未
著
、
広
設
辞
如
此
。
(同
前
)

大
乗
を
受
容
す

べ
き
機
が
ま
だ
は

っ
き
り
と
現
れ
な

い
の
で
、

こ
の
よ
う

に
広
く
言
葉
を
説
く

の
で
あ

る
。

32

「
不
如
往
至
貧
里
騨
力
有
地
衣
食
易
得
」

三
界
為
貧
里
。
修

五
戒
十
善
、
求

人
天
之
楽
、
為
易
得
也
。
(四
〇
四
右
下
-
左
上
)

三
界
を

「
貧
里
」
と
な
す
。
五
戒

・
十
善
を
修

め
て
人

・
天

の
楽

を
求
め

る
こ
と
を

「
易
得
」
と
な
す

の
で
あ
る
。

33

「
若
久
住
此
、
或
見
逼
迫
強
使
我
作
」

久
住
必
使
行
大
道

。
使
行
大
道
者

、
必
為
物
。
為
物
者

、
功
不
在
我
。
功
不
在
我
者
、
使
見
強
使
為
他
作
也
。
(
四
〇
四
左
上
)
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長

い
時

間
留
ま
れ
ば

、
き

っ
と
大
道
を
行
な
わ
せ
る
。
大
道
を
行
な
わ
せ
る

の
は
、
き

っ
と
衆
生

の
た
め
で
あ
る
。
衆
生

の
た
め
で
あ

る
と

は
、
そ

の
功
績

は
私

に
は
な

い
。

功
績
が
私

に
な

い
と
は
、
強

い
て
他
人

の
た
め

に
働

か
さ
せ
ら

れ
る
よ
う

に
す

る
こ
と

で
あ

る
。

34

「
疾
走

而
去

」

疾
走
不
楽
之
至
。
患
去
速
也
。
(同
前
)

「
疾
走
」
と

は
願
わ
な

い
こ
と

の
極

み
で
あ

る
。
心

配
し

て
速

や
か
に
去

る

の
で
あ

る
。

35

「
見
子
便
識
、
心
大
歓
喜
」

昔

縁
微

発
、
為
見
子
。
子
今
難
復
情
逆
、
後
必
悟
大
。
是
故
歓
喜
。
(
同
前
)

昔

の
縁
が
微
か

に
生
ず

る
こ
と
を

「
見
子
」
と
な
す
。
子
は
今
、
気
持
ち

が
逆
ら
う
け
れ
ど
も
、
後
に
き

っ
と
大
乗
を
悟

る
。
こ

の
た

め

に

「
歓
喜
」
す
る
。

36

「
而
忽
自
来
」

冥
…機
微
至
、
而

巳

(
11
己
)
不
知
、
為
忽
自
来
。
(同
前
)

目

に
見
え
な

い
機
が
微

か
に
や

っ
て
来

た
が
、
自
分
で
は
知
ら
な

い
こ
と
を

「
忽
自
来
」
と
な
す
。

37

「
即
遣
傍
人
、
急
迫
将
還
」

丈
六
非
所
以
仏
、
為
傍
人
。
傍
人
欲
設
大
化
、
為
遣
使
。
往
大
是
先
急

、
為
追
也
。
(同
前
)

丈
六
は
仏

の
本
質

で
は
な

い
の
で

「
傍

人
」
と
な
す
。
傍
人
が
大
乗

の
教
化
を
行
な
お
う
と
す

る
こ
と
を

「
遣
使
」
と
な
す
。
大
乗
ま

で
行
く

こ
と
が
急

で
あ
る
こ
と
を

「
追
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

38

「
疾
走
往
捉
」

大
乗
妙
法
、
為

堅
執
之
理
。
理

不
容
間
、
為
疾
也
。
(
同
前
)
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大
乗

の
妙
法

は
堅
く
執

る

べ
き
道

理
で
あ
る
。
そ

の
道
理

に
は
間
隔
を
お
く
余
地
が
な

い
こ
と
を

「
疾
」
と
な
す

の
で
あ
る
。

39

「
窮
子
驚
愕
、
称
怨
大
喚
、
我
不
相
犯
。
何
為
見
捉
」

出
非
本
意

、
為
驚
愕
。
甚
逆
其
情
、
為
称
怨
大
喚
。
猶
無
犯
而
致
執
也
。
(
同
前
)

出

て
い
く

こ
と
が
本
心

か
ら

で
は
な

い
こ
と
を

「
驚
愕
」
と
な
す
。

ひ
ど
く
子
の
気
持
ち

に
逆
ら
う

こ
と
を

「
称
怨
大
喚

」
と
な
す
。

罪
を
犯
し
て

い
な

い
の
に
捕
え
ら
れ
る
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

40

「
使
者
執
之
愈
急
、
強
牽
将
還
」

大
乗
執
之
、
転
功
其
情
。
理
終
不
捨
、
為
強
牽
也
。
(同
前
)

大
乗

に
よ

っ
て
子
を
捕

ら
え

れ
ば
、

一
層
子

の
気
持
ち
に
た

い
し

て
は
功
績
と
な

る
。
道

理
と
し

て
最
後
ま

で
捨

て
ら
れ
な

い
こ
と
を

「
強
牽
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

41

「
干
時
窮
子
自
念
、
無
罪
而
被
囚
執
。
此
必
定
死
。
転
更
憧
怖
、
悶
絶
壁
地
」

情
甚
不
楽

。
有
過
無
罪
、
而
致
執
大
化
、
甚

(其
を
頭
注
に
よ
っ
て
甚
に
改
め
る
)
乖
其
心
、
為
悶
絶
壁
地
也
。
(同
前
)

気
持
ち
が
と
て
も
楽
し
ま
な

い
。
過
失

が
あ

っ
て
も
罪
が
な

い
の
に
、
大
乗

の
教
化

に
捕

ら
え
ら
れ
、
は
な
は
だ
子

の
心
に
背
く

こ
と

を

「
悶
絶
壁
地
」
と
な
す

の
で
あ
る
。

42

「
父
遙
見
之
、
而
語
使
言
、
不
須

此
人
。
勿
強
将
来
」

廃

不
作
大
化

之
念
。
仮
語
前
使
云
爾
耳
。
(同
前
)

大
乗

の
教
化
を
す

る
心
を
廃

し
て
起

こ
さ
な

い
。
仮
に
前

の
使
者
に
告

げ
る
だ
け
で
あ

る
。

43

「
以
冷
水
瀧
面
」

若
称
以
大
化
化
之
、
則
悶
絶
　
。
今
但
息
大
化
、
其
便
醒
悟
。
水
瀧
面
者
、
以
表
此
義
也
。
(同
前
)

大
乗

の
教
化

に
よ

っ
て
子
を
教
化
す

る
と
言
え
ば
、
(子
は
)
悶
絶
す

る
。
今
、
た
だ
大
乗

の
教
化
を
止
め

さ
え
す

れ
ば
、
子

は
す
ぐ
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に
目
覚

め
る
。
「
水
漉
面
」
と

は
、

こ
の
意
義
を
表
す

の
で
あ

る
。

44

「
使
者
語
之
、
我
今
放

汝
」

亦
仮
語

云
爾
。
(
同
前
)

ま
た
、
仮

に
告
げ
る
だ
け

で
あ

る
。

45

「
密
遣

二
人
形
色
憔
悸
無
威
徳
者
」

二
人
者

、
為

二
乗
法
。
作
念
欲

施
。
此
為
遣
。
隠
実
為
密
。
理
不
光
円
、
為
形
色
憔
悸
。
内
解
不
明
、
為
無
威
徳
。
如
此
之
人
、
則
非

王
使
也

。
(
四
〇
四
左
上
-
左
下
)

「
二
人
」
と

は
二
乗
法

の
こ
と

で
あ

る
。
意
識
的

に
施

そ
う
と
す
る
こ
と
、

こ
れ
を

「
遣
」
と
な
す
。
真
実
を
隠
す

こ
と
を

「
密
」
と

な
す
。
理

に

つ
い
て
、

そ

の
光
が
円
か

で
は
な

い
こ
と
を

「
形
色
憔
憧
」
と
な
す
。
内
心

の
理
解

が
明
か

で
は
な

い
こ
と
を

「
無
威

徳
」
と
な
す
。

こ

の
よ
う
な
人
は
王

の
使
者

で
は
な

い
の
で
あ

る
。

46

「
汝
可
詣
彼
徐
語
窮
子
。
此
有
作
処
。
倍
与
汝
直
」

順
情
非
本
、
為
徐
語
。
使
作
行
而
与
楽
、
為
作
処
。
所
与
超
於
世
間
、
倍
与
直
也
。
(
四
〇
四
左
下
)

(窮
子
の
)
気
持
ち

に
順

じ

る
が
、
本
来

的
で
は
な

い
こ
と
を

「
徐

語
」
と
な
す

。
作
業
を
さ
せ

て
楽
を
与
え

る
こ
と
を

「
作
処
」
と

な
す
。
与
え

ら
れ
る
も

の
が
世
間
を
超
越
し

て
い
る
こ
と

が
、
「
倍
与
直
」
で
あ
る
。

47

「
我
等

二
人
亦
共
汝
作
」

法
在
人
行
、
為
共
作
也
。
(
同
前
)

法

は
人

に
お

い
て
行

わ
れ
る
こ
と
を

「
共
作
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

48

「
窮
子
先
取
其
価
、
尋
与

除
糞

」

受

使
所
語
、
為
先
取
其
価

。
情
枯
無
疑
、
為
尋
与
除
糞
。
(同
前
)
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使
者

の
告
げ
る
こ
と
を
受
け
る
こ
と
を

「
先
取
其
価
」
と
な
す
。
気
持
ち
に
な

に
か
頼
り

に
す
る
こ
と
が
あ

っ
て
疑

い
の
な

い
こ
と
を

「
尋
与

除
糞
」
と
な
す
。

「
又
以
他

日
、
於
窓
驕
中
、
遙
見
子
身
由鳳
痩
憔
惇

、
糞
土
塵
盆
、
汚
臓
不
浄
」

神

通
寄
在
六
情
、
為
窓
驕
中
見
。
身
非
功
徳
所
成
、
為
厩
疲
。
結
使
受
之
、
為
塵
盆
不
浄
也
。
(同
前
)

神

通
が
六
情

に
仮
託
さ
れ
る
こ
と
を

「
窓
驕

中
見
」
と
な
す
。
身
は
功
徳
に
よ

っ
て
完
成

し
た
も

の
で
は
な

い
こ
と
を

「
厩
疲
」
と
な

す
。
煩
悩

に
よ

っ
て
こ
れ

(身
)
を
受

け
る
こ
と
を

「
塵
盆
不
浄
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

「
即
脱
理
狢
細
軟

上
服
厳
飾
之
具
、
更
著
麓
弊
垢

賦
之
衣
。
塵

土
盆
身
」

隠
法
身
妙
錺
、
為
脱
理
略
之
具
。
示
菩
薩
作

仏
不
虚
外
好

、
為
著
垢
賦
之
衣

。
亦
是
結
使
所
受
生
、
為
塵
土
盆
身
也
。
(同
前
)

す
ば
ら
し
く
装
飾
さ
れ
た
法
身
を
隠
す

こ
と
を

「
脱
理
狢
之
具
」
と
な
す
。
菩
薩
が
成

仏
す

る
と
き

は
外
面
的
な
美

し
さ
を
う
わ

べ
だ

け
取
り
繕
う

こ
と
は
な

い
こ
と
を
示
す

こ
と
を

「
著
垢
賦

之
衣
」
と
な
す
。
ま
た
、
煩
悩

に
よ

っ
て
受
け
た
生
を

「
塵
土
盆
身
」
と
な

す

の
で
あ

る
。

「
右
手
執
持
除
糞
之
器
、
状
有
所
畏
」

不
行
無
漏
、
為
執
除
糞

器
。
便
易
為
右
手
。
似
若
防
漏
、
為
状
有
所
畏
也
。
(同
前
)

無
漏
を
行
わ
な

い
こ
と
を

「
執
除
糞
器
」
と
な
す
。
便
利

で
容
易
な
こ
と
を

「
右
手
」
と

な
す
。
漏
を
防
ぐ
よ
う

で
あ
る

こ
と
を

「
状

有
所
畏
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

「
語
諸
作
人
、
汝
等
勤
作
」

鹿

野
転
法
輪
時
、
義
言
如
此
也
。
(
同
前
)

鹿

野
に
お

い
て
法
輪
を
転
ず

る
と
き
を
、
内
容
的

に
こ
の
よ
う

に
言
う

の
で
あ

る
。

「
以
方
便
故
、
得
近
其
子
」
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仏
理
絶
人
、
府
示
得
接
耳
。
(同
前
)

仏
理
は
人
を
超
絶
し

て
い
る
が
、
下
に
向
か

っ
て
示
せ
ば
、
(
人
を
)
受

け
と
め
る
こ
と
が

で
き

る
の
で
あ
る
。

54

「
汝
常

此
作
、
勿
復
余
去

。
当
加
汝
価
」

入
無
漏
道
後
、
定
不
還
生

死
、
為
常
此
作
不
復
余
去
。
所
得
之
楽
過
七
方
便
、
為
加
汝
価
也
。
(同
前
)

無

漏
道

に
入

っ
て
後

、
き

っ
と
生
死
に
戻

っ
て
こ
な

い
こ
と
を

「
常
此
作

不
復
余
去
」
と
な
す
。
得
ら

れ
る
楽

が
七
方
便
を
超
過
し
て

い
る
こ
と
を

「
加
汝
価
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

55

「
諸
有

所
須
翁
器
米
麺
堕
酷
之
属
、
莫
自
疑
難
。
亦
有
老
弊
使
人
須
者
相
給
」

無
漏
諸
功
徳
無
所
乏
少

、
為
塵
酷
之
属
。

二
乗
神
通
本
自
局
弱

、
為
老
弊
使
人
也
。
(
同
前
)

無
漏

の
諸

々

の
功
徳
に
足
り
な

い
と
こ
ろ
が
な

い
こ
と
を

「
監
酷
之
属
」
と
な
す
。
二
乗

の
神

通
が
も
と
も
と
限
ら
れ

て
弱

い
も

の
で

あ

る
こ
と
を

「
老
弊
使
人
」
と
な
す

の
で
あ

る
。

56

「
無
有
欺
怠
瞑
恨
怨
言
。
都
不
見
汝
有
此
諸
悪
如
余
作
人
」

其
情
安

小
乗
法
、
謂
之
不
見
汝
有
此
諸
悪
如
余

作
人
。
余
作
人
者
、
謂
七
方
便
。
七
方
便
、
則
有
此
悪
也
。
(
四
〇
五
右
上
)

そ

の
気
持
ち

が
小
乗

の
法

に
安
住
す

る
こ
と

が

「
不
見
汝
有

此
諸
悪
如
余
作

人
」
と

い
う
意
味

で
あ

る
。
「
余
作
人
」
と
は
七
方
便

の

こ
と

で
あ

る
。
七
方
便
に
は
こ

の
悪
が
あ

る
の
で
あ
る
。

57

「
名
之
為
児
」

名
之
為
児

、
得
無
漏
、
名

似
仏
子
。
未
言
真
子
耳
。
(同
前
)

「
名
之
為
児

」
と

は
、
無
漏
を
得

る
こ
と
を
仏

の
子
ら
し

い
と
名
づ
け

る
。
ま
だ
真
実

の
子
と
は
言
わ
な

い
の
で
あ

る
。

58

「
於

二
十
年
中
常
令

除
糞
」

見
諦
思
惟
各

十
、
謂
廿
年

也
。
(同
前
)
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見
諦
、
思
惟
そ
れ
ぞ
れ
十
年

で
、
「
二
十
年
」
と

い
う

の
で
あ
る
。

59

「
入
出
無
難
」

使

聞
大
乗
、
則
出
入
此
理
、
無
疑
難
也

。
(同
前
)

大
乗
を
聞
か
せ
れ
ば
、

こ
の
理
に
出
入
す
る
の
に
疑

い
非
難

さ
れ
る

こ
と
が
な

い
の
で
あ
る
。

60

「
然
其
所
止
、
猶
在
本
処
」

聞
説
大
乗
教
巳

(ーー
已
)、
使
知
是
巳
之
有

、
彼
尚
未
領
、
為
猶
在
本
処
也

。
(同
前
)

大

乗

の
教
え
を
説

く

の
を
聞

い
て
か
ら
、
自

己

の
所
有

で
あ
る
と
知

ら
せ
る
が
、
彼

は
な

お
ま
だ
理
解

で
き
な

い
こ
と
を

「
猶
在
本

処
」
と
な
す

の
で
あ
る
。

61

「
語
窮

子
言
、
我
今
多
有
金
銀
珍
宝
倉
庫
盈
浴
。
其
中
多
少
所
応
取
与
、
汝
悉
知
之
」

既
知
使
説
大
乗
諸
経
、
噸如
命
須
菩
提
説
波
若
、
為
以
悉
付
教
是
其
物
。
(同
前
)

大
乗

の
諸
経
を
説
か
せ
る

こ
と

は
、
須
菩
提

に
般
若
経
を
説
く
よ
う
命
ず

る
よ
う

な
も

の
で
あ
る
と
知

っ
た
か
ら
に
は
、
す

べ
て
与
え

て
、
そ
れ

(窮
子
)
の
物

で
あ
る
こ
と
を
教
え

る
。

62

「
爾
時
窮
子
即
受

教
勅
、
領
知
衆
物
金
銀
珍

宝
及
諸
庫
蔵
、
而
無
稀
取

一
喰

之
意
。
然
其
所
止
、
故
在
本
処
。
下
劣
之
心
亦
未
能
捨
」

錐
受
委
付
、
猶
未
知
是
已

(
H
己
)
之
物
。
情
故
如
此
。
(
同
前
)

委

嘱
を
受
け
た
け
れ
ど
も
、
な
お
ま
だ
自
己

の
所
有

で
あ
る
と
知
ら
な

い
。
気
持
ち
は
こ
の
よ
う

に
も
と

の
ま
ま
で
あ

る
。

10
か
ら

12

の
注

の
趣
旨

は
、
生
死
輪
廻

に
堕
落

し
た
衆
生
を
救
済
す

る
た
め
に
、
仏
は

「
応
府
」
し

て
人
身

の
姿
を
し

て
作
仏
し
、
十
方

の

衆
生

が
そ

の
教
化

に
帰
着
す

べ
き

一
乗

の
理

に
止
ま
る
が
、
衆
生
救
済

の
た
め
に
応

現
し
た
仏

の
姿

、
す
な
わ
ち
応
身
は
、
仏
と
し

て
の
本

地
、
内
実

に
劣

る
の
で

「
中
止
」
と

い
う

、
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
「
応
府
」

は
既
に
考
察
し
た

「
府
応
」

の
言

い
換
え

で
あ

る
と
考
え

ら
れ
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る
。13

か
ら

18
ま

で
の
注
は
、
そ

の
応
身

の
す
ば
ら
し

い
様
子
、
取
り
巻
き
な
ど
を
表
現
し
た
も

の
と
解
釈
し

て

い
る
。
と
く
に
、
12
の

「
一
乗

之
理
」
を
承
け
て
、
仏

の
踏
ま
え

て

い
る
真

理
、
す
な
わ
ち

「
理
」
が
頻
出
し
、
そ

の
性
格
と

し
て
、
非
法
が
無
く

、
言
語
表

現
を
越
え

て
お

り
、
無
制

限
に
機
能
す

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

15

の
仏

の
取
り
巻
き

に

つ
い
て
は
、
法
雲
、
吉
蔵
な
ど
め

い

(
7

)

め

い
独
特

の
解
釈
を
施
し

て
お
り
、

い
ず
れ
も
外
凡
以
上

の
位

に
配
当
し

て

い
る
が
、
道
生

は
外
道
、
魔
、
三
界

の
衆
生
な
ど
を
挙
げ
て

い
る

点

が
大

い
に
異
な

る
。

19
の
注

の

「
昔
縁
」

は
24
、

25
、

35
の
注
に
も
出

る

(
24
の
注
で
は

「
本
縁
」
と
も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
)
が
、
釈
迦
か
ら
過
去

に
教
化
を
受

け
た

こ
と
を
指
す
。

こ
の

「
昔
縁
」

に
よ

っ
て
五
道

に
流
転
し

て
い
る
状
態

か
ら
脱
却
し

て
、
「
父
舎
」
、
す
な
わ
ち
大
乗

の
説
に
向

か
う
と
さ

れ

る
。

21
、

23
の
注

に
は
、

こ
の
段
階

で
は
法
華
経

の
中
心
教
説

で
あ

る

「
二
乗
作
仏
」
が
ま
だ
説
か
れ
な

い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。

(
8

)

25
の
注
に
は
師
子
床

に
座
る
父

が

「
法
身

」
で
あ
り

(法
身
と
見
な
す
解
釈
は
法
雲
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
)、
そ
れ
は

「
理
」

で
あ
る
こ
と
を

明
か
し

て
い
る
。

27

の
注

に
は
13
の
注
と
同
じ
く
、

こ
の

「
理
」
に
非
法

の
な

い
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
法
身

の
取
り
巻
き
に

つ
い
て
説
く
26

の
注

で
は
、
そ

の
取
り
巻
き
を

「
諸
天
」
と
解
釈

し
て

い
る
。
こ
れ
は
法
雲
、
吉
蔵
が
、
菩
薩
な
ど

の
高

い
位

に
配
す

る
解
釈

(
9

)

を
施
す

の
と
は
異

な
る
。

30

の
注

に
は

「
含

大
之
機
」
と

い
う
感
応

思
想

に
基
づ
く
表
現
が
見

い
だ
さ
れ

る

(後
の
63
の

「
懐
大
之
機
」
も
同
義
)
が
、
窮
子
が
父

の
側

ま

で
や

っ
て
来
た

の
は
、
窮
子
に
こ

の
大
乗
を
受
容
す
る

べ
き
構
え
が
用
意
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、

31
、

36
の
注
に
あ

る
よ
う

に
、
そ

れ
は
ま
だ

明
確
な
形
を
取

っ
て
い
ず
、
本
人
も
無
自
覚

の
ま

ま
で
あ
る
。

し
か
し
、
父

の
目
か
ら
見

れ
ば
、

35
の
注
に
あ
る
よ
う

に

「
昔
縁
」

が
微

か
に
現
れ
た

の
で
あ
り
、
き

っ
と
窮
子
が
後
に
は
大
乗
を
悟

る

べ
き
こ
と
が
認
識
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

32
の
注
は
、
窮

子
に
は

「
含
大

之
機
」
が
ま
だ
は

っ
き
り
と
現
れ
て

い
ず
、
五
戒

・
十
善

の
人
天

の
教
え

を
求

め
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。



こ
の
解
釈

は
法
雲
、
吉
蔵
も
ほ
ぼ
同
様

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
義
記
』
巻
第

五
に
は

「
人
天
教
為
貧
里
」
(大
正
三
三

・
六
三
六
上
)
と
あ

52

り
、
『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
に
は

「
人
天
乗
是
生
死
法
無
出
世
聖
果
、
為
貧
里
」
(大
正
三
四

・
五
四
八
上
)
と
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
窮
子
は
人
天
乗
を
求

め
る
の
で
あ

る
が
、
父

は
急
激

に
大
乗
に
よ

っ
て
教
化
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
窮

子

の
方

で
は
こ

の

大
乗

を
受

け
入
れ

る
準
備

が

で
き

て

い
な

い
の
で
あ

る
。

37
か
ら

42
ま
で

の
注

は
以

上

の
よ
う
な
内

容
で
あ

り
、
「
大
」
「
大
乗

妙
法
」
「
大

乗
」
「
大
化
」
な
ど

の
大
乗

の
教
え
を
意
味
す

る
用
語
が
頻
出
す

る
。

43
、

45
の
注

で
は
、
父
が

一
旦
大
乗

に
よ
る
教
化
を
諦

め
、

二
乗

の
法
を
教
え

る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、

こ
の
二
乗

の
法
は
、

46

の

「
倍
与

汝
直
」

の
注
に
あ

る
よ
う

に
、
世
間
を
超
越
し
た
も

の
、
す

な
わ
ち
、
前
出

の
人

天
乗
と

い
う
世
間

の
教
え
を
越
え

た
出
世
間

の
教

え

で
あ
る

こ
と
が
明
か
さ
れ
て

い
る
。
道
生
に
お

い
て
は
、

45
の

「
二
人
」
は
明
確

に
二
乗

に
配
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
れ
と
区
別
し

て
、
43
の

「
冷
水
漉

面
」
を
人
天
乗
に
配
す

る
思
想

は
明
言
さ
れ

て
い
な

い
。
む
し

ろ
、
大
乗

の
教
化
を
止

め
る
こ
と
自
体

が

「
冷
水
漉
面
」

の
意
味
と

さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
窮
子
が

「
貧

里
」
、
す

な
わ
ち
、
人
天
乗
を
求
め
る

こ
と

は
指
摘
さ
れ

て
い
た
が
、
父

の
方
か
ら
わ
ざ
わ

ざ

人
天
乗

に
よ
る
教
化

を
し
た

こ
と

に
は
言
及
さ
れ

て
い
な

い
の
で
あ
る
。

そ

の
点
、
法
雲
、
吉
蔵
は

「
冷
水
漉
面
」
を

人
天
乗

の
教
化

、

■

「
密

遣
二
人
」
以
下
が
二
乗

の
教
化
と
明
確

に
立

て
分
け
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
義
記

』
巻
第
六
に
は

「
冷
水
瀧
面
」
に

つ
い
て

「
人
天

機
如
面
、
人
天
等

教
如
冷
水
。
人
天
等
教
称
会
根
性
、
故

言
瀧
面
令
醒
悟
也
」
(大
正
三
三

・
六
一二
七
中
)
と
あ
り
、
「
二
人
形
色
憔
惇
」
に

つ
い

て

「
今

二
乗
教
不
能
詮
大
乗

因
果
之
理
、
故
言
憔
惇
也
」
(
同
前

・
六
一二
七
下
)
と
あ
る
。
『法
華
義
疏
』
巻
第
七
に
は

「
冷
水
瀧
面
」

に

つ
い
て

「
初
成
道

時
既
未
堪
授
大
化
。
但
有

人
天
小
機
、
故
為
説
人
天
乗
也
。
人
天
人
機
喩
之
如
面
。
五
戒
十
善
能
釈

迷
解
滞
称
彼
根
情
。
讐
之
冷
水

也
」
(大
正
三
四

・
五
四
八
下
)
と
あ
り
、
「
二
人
」

に

つ
い
て

「
二
人
者
、
即

四
諦

十

二
因
縁

二
教
能
詮
於

理
、

故
名
人
也
」
(
同
前

・
五
四
九

中
)
と
あ

る
。

50

の
注

で
は
、
法
身
を
隠

し
、
煩
悩

に
よ

っ
て
生
を
受

け
て
菩
薩
と
し
て
成
仏
す
る
姿
を
取
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。
法
雲
も

『
法
華
義

記

』
巻
第

六
で

「
即
脱
理
路
細
軟
上
服
厳
飾
之
具
」

に

つ
い
て

「
内
合
明
如
来
捨
法
身
智
慧
功
徳
相
好
」
(
大
正
三
三

・
六
一二
八
中
)
と
述

べ
、
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「
更
著
鹿

弊
垢
賦
之
衣
…
…
状
有
所

畏
」

に

つ
い
て

「
内
合
明
如
来
示
受
応
身

同
凡
夫
之
体
、
作
太

子
之
形
」
(同
前
)
と
述

べ
て
い
る
。
吉
蔵

も

『
法
華
義
疏
』
巻
第

七
で

「
即
脱
瑛
略

下
、
第

二
明
隠
本
垂
　
」
(大
正
三
四

・
五
五
〇
中
)
と
述

べ
て

い
る
。

52
の
注
は
鹿
野
苑

の
説
法
を
明
か
し

て
い
る
。
法
雲
も

『
法
華
義
記
』
巻
第

六
で

「
既
受
応
身
、
然
後
造
鹿
苑
、
転
三
乗
教
、
化
物
隣
等
」

(大
正
三
三

・
六
一二
八
中
)
と
述

べ
、
吉

蔵
も

『
法
華
義
疏

』
巻
第
七

で

「
語
諸
作
人
下
、
第

三
明
説
教
。
即
是
趣
鹿
苑
転

四
諦
法
輪
也
」
(大
正

三
四

・
五
五
〇
下
)
と
述

べ
て

い
て
、
ま

っ
た
く
同
じ
解
釈
を
施
し

て
い
る
。

こ

の
鹿

野
苑

の
説
法

以
降
、
窮

子
に
讐
え

ら
れ
る
声
聞

は
小
乗

の
修
行
を
積

ん
で
、

三
賢

・
四
善

根

の
七
方
便
を
経
由
し

(
54
、
56
の
注
に

「
七
方
便
」
の
語
が
出
る
)、
無
漏
道
に
入

っ
て
見
道

・
修
道

に
入
り
、

つ
い
に
生
死
に
再
び
戻
ら
な

い
無
学
道
、
す
な
わ
ち
阿
羅
漢
果
を
実
現
す

る

の
で
あ

る
。

58
の
注

で
は

「
二
十
年
」
を
見
諦

(見
道
の
こ
と
)、
思
惟

(修
道
の
こ
と
)
と
解
釈

し

て
い
る
。
法
雲
も
同
様

の
解
釈
を

し
て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
義
記
』
巻
第

六
に
は

「
明
入
無
相
行
、

干
時
修
見
諦
思
惟

両
種
治
道
断
煩
悩
、
故

言
二
十
年
也

」
(大
正
三
三

・
六
一二
九

中
)
と
あ

る
。
吉
蔵
は

『
法
華
義
疏

』
巻
第
七
に
お

い
て

「
二
十
年
即
二
乗
教
也
。
有
人
言
、
断
見
思
二
惑
、
為
二
十
年
。
有
人
言
、
断
見
諦

惑

、

一
無
磯

}
解
脱
。
断

思
惟
惑
、
九
無
擬
九
解
脱
。
名
為

二
十
年
」
(大
正
三
四

・
五
五

一
中
)
と
述

べ
、
吉

蔵
以
前

の
過
去

の
二
説
を
紹
介

し
て

い
る
が
、
前
者
が
法
雲

の
解
釈

に
相
当
す

る
。

こ

の
よ
う
に

二
乗

の
法

の
教
化

の
後

に
大
乗

の
教
化
が
な
さ
れ
る
わ
け

で
あ

る
が
、
そ

の
こ
と
は

59
、

60
、

61
の
注

に
見
ら
れ
る
。
特

に
大

乗

の
教
化

の
な
か
で
、
般
若
経

(法
雲
、
吉
蔵
な
ど
と
同
じ
く
大
品
般
若
経
を
指
す
と
考
え
て
良

い
で
あ
ろ
う
)
の
説
法

に
言
及

し
て

い
る
点

が
注
目

(
10

)

さ
れ

る
。

こ
の
解
釈

は
法

雲
、
吉

蔵

の
解
釈

と
同
様

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
義
記
』
巻
第

六
に
は

「
領
昔

日
大
品
座
席
、
仏
命
須
菩
提

為

菩
薩
転
教
説
般
若
」
(
大
正
三
三

・
六
一二
九
中
)
と
あ
り
、
『
法
華
義
疏
』
巻
第

七
に
は

「
因
聞
法
華
得
悟
大
品
、
故
領
大
品
付

財
教
也
」
(大
正

三
四

・
五
五

一
下
)
と
あ

る
。



54

第
四
節

窮
子
の
讐
喩
の
第
三
段
落
に
つ
い
て

第

三
段
落

全
体

の
趣
旨

は
、

す

で
に
引
用
し
た
よ
う

に
、

「
第

三
に
は
、
彼

ら

の
た

め
に
法

華
経
と

い
う

唯

一
究
極

の
教
え

の
趣
旨
を

説

く
。

こ
れ
に
よ

っ
て
遠
く
は
仏

の
意
義
を
明
か
し
、
近
く

は

(火
宅
の
警
喩
に
お
い
て
)
聞

い
た

こ
と
を
し

っ
か
り
と
補
助
す

る
の
で
あ

る
」
と

あ

る
。

63復
経
少
時
、
父
知
子
意
漸
已
通
泰
成
就
大
志
自
鄙
先
心
。
臨
欲
終
時
、
而
命
其
子
、
並
会
親
族
国
王
大
臣
刹
利
居
士
、
皆
悉
已
集
。
即
自
宣

64

言

、
諸
君
当
知
。
此
是
我
子
。
我
之
所
生
。
於
某
城
中
、
捨
吾
逃
走
、
伶
傍
辛
苦
五
十
余
年
。
其
本
字
某
、
我
名
某
甲
。
昔
在
本
城
、
懐
憂
推

覚

。
忽
於
此
間
、
遇
会
得
之
。
此
実
我
子
。
我
実
其
父
。
今
我
所
有

一
切
財
物
、
皆
是
子
有
。
先
所
出
内

、
是
子
所
知
。
世
尊
。
是
時
窮
子
聞

65

父
此
言
、
即
大
歓
喜
、
得
未
曾
有
、
而
作
是
念
、
我
本
無
心
有
所
希
求
。
今
此
宝
蔵
自
然
而
至
。

63

「
復
経
少
時
、
父
知
子
意
漸
已
通
泰
」

第

三
段
、
其
心
転
暖

、
懐
大
之
機

顕
。
自

下
会
諸
親
族
、
名
之
為
児
。
斯
則
為
説
法
華
経
也
。
(
四
〇
五
右
上
)

第

三
段
落

で
あ
り
、
そ
れ

(窮
子
)
の
心

が
ま
す
ま
す
広

大
に
な

っ
て
、
大
乗
を
抱
く
機

が
現
れ
る
。

こ
れ
以
下
は
親
族
た
ち
を
集

め

て
こ
れ
を

子
と
名
づ

け
る
。

こ
れ
は
法
華

経
を
説
く

こ
と

で
あ
る
。

64

「
於
某
城
中
」

於
昔

二
万
億
仏
所
巳

(
"
已
)
受
化
、
化
功
未
淳
、
遂
捨
吾
逃
逝
、
遁

三
界
也
。
鈴
跣
鷹
流
五
道
、
備
嘗
辛
苦
。
(
同
前
)

昔

の
二
万
億

の
仏

の
も
と

で
教
化
を
受

け
た
が
、
教
化

の
功
績
が
ま
だ
十
分
で
な
く
、
そ

の
ま
ま
私
を
捨

て
て
逃
げ
去
り
、
三
界
に
隠
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れ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ

る
。
あ
ち
こ
ち
逃
げ
ま
わ
り
な
が
ら
五
道
を
ふ
ら
ふ
ら
流
れ
、
ひ
と
そ

ろ
い
辛
苦
を
経
験
す

る
。

65

「
自
然
而
至
」

上

三
段
、
釈
所
以
無
上
之
宝
者
自

然
至
。
義
顕
此
也
。
(同
前
)

以
上

の
三
段

は
、
無
上

の
宝
が
自

然
に
も
た
ら
さ
れ
る
理
由
を
解
釈
す
る
。
そ

の
意
味
内
容
は
こ
こ
で
は

っ
き
り
す
る

の
で
あ
る
。

63

の
注

は
法
華
経

の
説
法
を
意
味
し

て
い
る
。
法
雲
、
吉
蔵
が

「
復
経
少
時
」

の
短

い
経
文

に
対
し
て
、
そ
れ
を
維
摩
経

の
説
法
を
意
味
す

る
も
の
と
解
毬

・
大
品
般
若
経
と
肇

経
の
中
間
に
維
摩
経
の
説
法
を
想
定
し
た
の
に
対
し
・
道
生
に
は
そ
の
よ
う
な
髪

は
ま
っ
た
く
見

ら
れ
な

い
こ
と

に
注
意
す

べ
き

で
あ

る
。

64
の
注

に
は
窮

子

の
讐
喩

の
第

一
段
落

で
述

べ
ら
れ

て

い
た

こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
華
経

』
序
品

に
説
か
れ

る
過

(
12

)

去

の
二
万

の
日
月
灯
明
仏

の
も
と
で
、
窮

子
た
る
声
聞
は
釈
迦

の
教
化
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
そ
れ
に
背

い
て
五
道
に
輪
廻
し
て
き
た

こ
と

で
あ

る
。

65
の
注

で
は
、
す

で
に
窮
子

の
讐
喩

の
三
段
落

の
趣
旨
を
述

べ
る
と

こ
ろ
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
窮
子

の
讐
喩
は

「
無
量
珍
宝
不
求
自
得
」

の
意
義
を

明
ら
か
に
す

る
も

の
で
あ

る
こ
と
が
改
め

て
明
か
さ
れ

て

い
る
。

む

す

び

以
上
、
窮

子

の
警
喩

に
対
す

る
道
生

の
注

の
全
体
を
示
し
な
が
ら
、
道
生

の
解
釈

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ま
た
、

一
部

で
は
あ

る

が
、
法
雲
、
吉
蔵
と

の
興
味
あ

る
類
似
点
、
相
違
点

に
も
留
意
し
た
。
道
生

の
解
釈

に
よ
れ
ば
、
窮
子
に
警
え
ら
れ
る
声
聞
は
過
去

の
日
月
灯

明
仏

の
も
と

で
、
釈
迦
仏

が
菩
薩
で
あ

っ
た
と
き

の
教
化
を
受
け
た
が
、
受
け
た
ば
か
り

の
時

は
か
え

っ
て
そ
れ

に
背

い
て
五
道

に
輪
廻
し
て
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し
ま
う
。

し
か
し
、
こ
の
過
去

の
教
化

を
受
け
た
と

い
う

「
昔
縁
」

に
よ

っ
て
し
だ

い
に
父
た
る
釈
迦
仏
に
近
づ
く
機
会

に
恵
ま

れ
る
の
で
あ

る
が
、
ま
だ
大
乗
を
受
け

る
べ
き

「
機
」
が
成
立
し

て
お
ら
ず
、

か
え

っ
て
声
聞
は
人

天
乗
を
求

め
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
釈
迦

仏
は

一
旦
大

乗

に
よ
る
教
化
を
中
止

し
、

二
乗

の
法
を
教
え

て
声
聞
を
教
育
し
、
次
に
般
若
経
を
含
む
大
乗

の
諸
経
を
説
く
。
そ
し
て
、
最
後

に
法
華
経
を

説
く
、
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
人
天
乗
、
維
摩
経
な
ど

の
方
等
経
な
ど

の
位
置
づ
け
な
ど
、
細
か

い
点

で
は
法
雲
、
吉
蔵
と

の
相
違

は
見
ら
れ

る
が
、
全
体

の
解
釈

の
構
造
は
か
な
り
類
似
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

注
(
1
)

拙
稿

「
吉
蔵
に
お
け
る

『法
華
経
』
信
解
品

の
讐
喩
解
釈
に

つ
い
て
ー

『法
華
玄
論
』
を
中
心
と

し
て
ー

」
(『
東
方
』

一
、

一
九
八
五
年

四

月
)、
「
『法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
解
品

の
讐
喩
解
釈
に

つ
い
て
」
(『創
価
大
学
人
文
論
集
』

一
、

一
九
八
九
年
三
月
)
を
参
照
。

(
2
)

拙
稿

「竺
道
生
に
お
け
る
機
と
感
応
に
つ
い
て
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
ニ
ー

一
、

一
九
八
三
年

一
二
月
)
を
参
照
。

(
3
)

「
至
干
昔
者
定
光
仏
興
世
、
…
…
時
我
為
菩
薩
、
名
日
儒
童
。
…
…
因
記
之
日
、
汝
自
是
後
九
十

一
劫
、
劫
号
為
賢
、
汝
当
作
仏
、
名
釈
迦
文
」
(大

正
三

・
四
七
二
下
ー

四
七
三
上
)
を
参
照
。
燃
灯
仏
は
こ
こ
で
は
定
光
仏
と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
法
雲

の

『法
華
義
記
』
巻
第

二
に
は

「
八
子
之
中
最
後
成
仏
者
、
名
日
燃
灯
。
燃
灯
仏
即
是
定
光
。
定
光
仏
即
是
釈
迦
之
師
」
(大
正
三
三

・
五
八
九
下
)
と
あ
り
、
吉
蔵

の

『
法
華
義
疏
』

巻
第

二
に
も

「燃
灯
授
釈
迦
記
、
妙
光
化
八
子
。
即
知
文
殊
是
釈
迦
九
世
之
祖
師
也
」
(大
正
三
四

・
四
八

一
中
)
と
あ
る
。

(
4
)

『法
華
義
記
』
巻
第
五
、
「年
既
幼
稚
者
、
内
合
明
衆
生
昔

日
二
万
億
仏
所
子
時
巳
曾
稟
受
如
来
大
乗
化
。
但

干
時
稟
大
乗
化
不
久
、
故
言
幼
稚
」

(大
正
三
三

・
六
三
四
上
)
を
参

照
。
た
だ
し
、
吉
蔵

の

『法
華
義
疏
』
巻
第
七
に
は
、
父
子
の
関
係
が
結
ば
れ
た

の
は
、
釈
迦

の
過
去
世
と
あ

っ

て
、
二
万

の
日
月
灯
明
仏

の
時
と

い
う
限
定
は
な
く
、
道
生
、
法
雲
の
解
釈
と
は
異
な
る
。
「初
為
父
子
喩
者
、
釈
迦
於
過
去
世
時
、
為
其
説
大
乗

法
、
名
之
為
父
。
其
曾
稟
大
化
、
故
称
為
子
」
(大
正
三
四

・
五
四
五
上
)
を
参
照
。

(
5
)

前
注
4
の

『法
華
義
記
』
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
衆
生
は
日
月
灯
明
仏

の
も
と

で
教
化
を
受
け
た
と
あ
り
、
ま
た
、
警
喩

の

「
漸
漸
遊
行
、

遇
向
本
国
」
に
対
す
る
注
に
は
、
「
過
去
仏
」

の
衆
生
教
化

の
後
、
釈
迦
が
出
現
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

の
で
、
釈
迦
で
は
な
く
日
月
灯
明
仏
が

衆
生
を
教
化
し
て
、
父
子
の
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
『
法
華
義
記
』
巻
第
七
、
「仮
設
過
去
仏
為
衆
生
説
法
、
過
去
仏
既
滅
後
、
中
間
且
作
経

一

劫
。
釈
迦
方
出
、
教
化
衆
生
。
干
時
背
過
去
仏
、
已
経
半
劫
。
此
是
背
国
日
遠
。
若
使
後
去
釈
迦
出
転
近
。
此
則
是
向
国
而
還
義
。
故
漸
漸
遊
行
遇
向

本
国
」
(
大
正
三
三

・
六
三
四
下
)
を
参
照
。
引
用
文

の
趣
旨
は
、
も
し
衆
生
が
過
去
仏
に
背

い
て
か
ら

一
劫
を
経
て
、
釈
迦
仏
が
出
現
し
て
教
化
し
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て
く
れ
る
と
仮
定
す
る
と
、
過
去
仏
が
滅
し
て
か
ら
前
の
半
劫
は

「
背
国
」
の
意
味
で
、
後

の
半
劫
は
し
だ

い
に
釈
迦
仏
の
出
現
に
近
づ
く
の
で

「
向

国
」

の
意
味
で
あ
る
、
と

い
う
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈

で
は
、
釈
迦
と
衆
生
、
な
か
ん
つ
く
四
大
声
聞
と
が
父
子
の
関
係

で
あ

っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
で
、
窮
子
の
讐
喩
の
解
釈
と
し
て
は
不
都
合
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
更
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

(
6
)

『
法
華
義
記
』
巻
第

五
、
「所
以
言
若
十
二
十
者
、
此
意
明
未
必
尽
備
経
五
道
。
亦
可
失
大
乗
解
之
後
経
人
道
、
傍
更
値
如
来
得
大
乗
解
者
、
故
言
若

十
。
亦
可
失
大
乗
之
後
経
畜
生
道
、
或
経
人
道
、
傍
更
値
仏
得
大
乗
解
者
、
故
言
二
十
」
(
同
前

・
六
三
四
中
〉、
『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
、
「
十
謂
天

趣
。
二
十
謂
人
趣
。
五
十
即
余
三
趣
」
(大
正
三
四

・
五
四
六
上
)
を
参
照
。

(
7
)

『法
華
義
記
』
巻
第

五
、
「
多
有
憧
僕
者
、
内
外
凡
夫
受
学
弟
子
如
憧
僕
。
八
地
以
上
菩
薩
如
臣
。
七
地
以
下
初
地
以
上
菩
薩
如
佐
。
縁
覚
如
吏
。
声

聞
如
民
」

(大
正
三
三

・
六
三
五
上
)、
『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
、
「外
凡
如
憧
僕
。
内
凡
如
吏
民
。
登
地
巳
上
能
助
仏
揚
化
、
為
臣
佐
也
」

(大
正

三

四

・
五
四
六
下
)
を
参
照
。

(
8
)

『法
華
義
記
』
巻
第
五
で
は

「
遙
見
其
父
鋸
師
子
床
」
の

「
遙
」
に
つ
い
て

「
遙
者
、
此
機
遠
閣
法
身
地
、
故
現
遙
也
」
(大
正
三
三

・
六
三
五
下
)

と
あ
る
。

(
9
)

『法
華
義
記
』
巻
第
五
、
「
八
地
以
上
如
婆
羅
門
。
七
地
以
還
如
刹
利
也
。
大
乗
内
凡
夫
如
居
士
也
」
(同
前
)、
『法
華
義
疏
』
巻
第
七
、
「
又
八
地
巳

上
法
身
清
浄
、
如
波
羅
門
。
七
地
得
無
生
忍
、
名
入
仏
眼
地
。
即
是
王
種
、
義
同
刹
利
。
初
地
以
上
檀
行
満
足
、
義
同
大
富
、
讐
居
士
也
」
(大
正
三

四

・
五
四
七
下
)
を
参
照
。

(
10
)

道
生
は
信
解
品

の
別
の
箇
所

の
注
に
お

い
て
も

「
往
昔
説
法
既
久
、
第
二
番
。
往
日
聞
仏
説
波
若
諸
経
、
聞
之
疲
解
、
唯
念
空
無
相
而
已
、
永
無
浄

仏
国
土
化
衆
生
心
也
」
(
四
〇
三
左
上
)
と
述

べ
て
い
る
。

(
11
)

『法
華
義
記
』
巻
第
六
、
「
復
経
少
時
者
、
転
教
之
後
去
法
華
座
不
遠
、
故
言
少
時
。
只
遙
説
維
摩
教
、
故
言
経
時
也
」

(大
正
三
三

・
六
三
九

下
)

を
参
照
。
文
中
の

「
逞
」
に

つ
い
て
拙
稿

「
『法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
解
品
の
讐
喩
解
釈

に
つ
い
て
」
(前
注
1
参
照
)
の
二

=

頁

で

「途
中
で
の

ふ

意
か
」
と
推
定

し
た
が
、
こ
れ
は

「経
」
の
字
と
通
じ
て
用

い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「維
摩
の
教
を
説
く
を
蓬
る
が
故
に
経
時
と
言
ふ

な
り
」
と
訓
読
で
き
る
。
こ
こ
で
訂
正
し
て
お
く
。
ま
た
、
吉
蔵
の

『
法
華
義
疏
』
巻
第
七
、
「故
須
命
大
品
已
後
諸
方
等
経
陶
練
其
心
…
…
」
(大
正

三
四

・
五
五
二
中
)
を
参
照
。

(
12
)

『法
華
経
』
序
品
に
は

「如
是
二
万
仏
皆
同

一
字
、
号

日
月
灯
明
」
(大
正
九

・
三
下
)
と
あ

る
が
、
こ
こ
の
道
生

の
注
に
は

「
二
万
億
仏
」
と
あ

る
。
ま
た
、
他

の
箇
所
で
は

「
二
万
仏
」
(
四
〇
三
左
上
)
と
も
あ

る
。
こ
れ
は
法
雲
の

『
法
華
義
記
』
も
同
様
で
あ
り
、
「
二
万
億
仏
」
「
二
万
仏
」

の
ど
ち
ら
の
表
現
も
出
て
い
る

(大
正
三
三

・
六
三
四
上
を
参
照
)。

(
か
ん
の

ひ
ろ
し

・
文
学
部
講
師
)


